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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問　

町
田
市
に
お
け
る
通
学
路

安
全
点
検
の
取
組
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
小
学
校
42
校

を
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
隔
年
で

学
校
関
係
者
、
警
察
、
道
路
管
理

者
等
と
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
策
は
基
本
的
に
年
度
内
に
行
い
、

翌
年
度
に
学
校
に
よ
る
対
策
の
効

果
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

通
学
路
点
検
の
成
果
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
21
年
度
は
、

取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

20
年
度
で
報
告
し
ま
す
。
学
校
か

ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
対
策
を
実

施
し
た
件
数
は
89
件
。
規
制
標
識

設
置
、
外
測
線
新
設
、
滑
り
止
め

塗
装
な
ど
に
な
り
ま
す
。

　
問　

要
望
が
あ
っ
て
も
対
応
で

き
な
い
危
険
個
所
を
一
つ
で
も
改

善
し
て
ほ
し
い
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
今
後
と
も
、

警
察
、
道
路
管
理
者
な
ど
と
と
も

に
、
連
携
を
強
化
し
、
安
全
対
策

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

通
学
路
を
よ
り

安
心
安
全
に
！

　
大
西
宣
也
（
保
守
の
会
）
　

　
問
　
議
長
は
公
用
車
を
私
的
利

用
し
、
時
間
数
は
３
０
０
時
間
に

近
く
な
っ
て
い
る
。
議
長
室
に
遅

く
ま
で
滞
留
し
、
職
員
や
運
転
手

に
残
業
を
発
生
さ
せ
た
り
、
マ
ス

ク
作
り
を
す
る
等
、
目
に
余
る
公

私
混
同
が
多
々
あ
る
が
。

　
財
務
部
長
　
議
長
公
用
車
の
運

行
は
議
会
事
務
局
の
依
頼
に
基
づ

い
て
配
車
し
て
お
り
、
公
務
か
私

的
な
利
用
か
の
判
断
を
す
る
立
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
外
勤
務

の
発
生
に
つ
い
て
も
議
会
事
務
局

か
ら
の
依
頼
に
基
づ
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
総
務
部
長
　
議
長
室
の
私
的
利

用
に
つ
い
て
は
把
握
す
る
立
場
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
　
鶴
川
団
地
の
商
店
街
の
有

料
路
上
駐
車
場
設
置
を
求
め
る
。

　
道
路
部
長
　
有
料
路
上
駐
車
施

設
に
つ
い
て
警
視
庁
か
ら
は
、
過

去
の
経
緯
や
現
在
の
規
制
状
況
を

鑑
み
て
も
、
再
設
置
は
必
要
は
な

い
と
の
回
答
で
し
た
。

　
防
災
安
全
部
長
　
在
宅
避
難
推

進
に
は
、
家
具
の
転
倒
防
止
な
ど

が
前
提
と
な
り
ま
す
。
必
要
物
品

の
有
効
性
、
必
要
性
は
今
後
も
積

極
的
に
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
支
援
が
必
要
な
全
て
の
方

に
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
、
子
ど

も
食
堂
等
の
地
域
で
活
動
す
る
団

体
に
協
力
を
お
願
い
し
て
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
情
報
が
行

き
届
く
こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
子
ど
も
食
堂
運
営
者
等
と

調
整
、
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

避
難
施
設
／
子
ど 

も
の
貧
困
対
策

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
　
世
界
に
誇
る
国
際
版
画
美

術
館
を
存
続
し
、
市
民
の
意
見
で

芸
術
の
杜
の
計
画
を
見
直
す
べ
き
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
版

画
を
中
心
と
し
た
特
色
あ
る
美
術

館
と
し
て
今
後
も
存
続
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
し
く
整
備
す
る
（
仮

称
）
国
際
工
芸
美
術
館
と
と
も
に
、

芹
ヶ
谷
公
園
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
お
け
る
美
術
エ
リ
ア
の
中
核

を
成
し
、
公
園
と
美
術
館
の
一
体

的
整
備
で
、
そ
の
機
能
や
役
割
も

今
以
上
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
や
利
用
者
の
皆
様
と
の
対
話

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
緊
急
事
態
宣
言
時
の
サ
ッ

カ
ー
の
無
料
招
待
試
合
に
市
職
員

の
参
加
を
促
し
た
問
題
を
問
う
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
法

令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
範
囲
で
適

切
に
実
施
さ
れ
た
試
合
で
の
企
画

で
す
の
で
、
協
定
に
基
づ
き
支
援

と
し
て
協
力
す
る
の
は
普
通
の
こ

と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
版
画
美
術
館 

今
の
ま
ま
存
続
を

　
お
さ
む
ら
敏
明（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
南
町
田
拠
点
創
出
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
投

資
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

　
市
長
　
市
税
収
入
は
増
収
が
見

込
ま
れ
、
約
９
年
間
で
回
収
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財

政
面
で
も
投
資
効
果
の
高
い
事
業

で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
　
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
跡
地
の
新

た
な
土
地
利
用
計
画
変
更
手
続
き

も
含
め
、
整
備
計
画
検
討
内
容
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
複
合
利
用

ゾ
ー
ン
と
し
て
商
業
・
業
務
機
能

を
軸
に
駅
前
機
能
を
補
完
す
る
施

設
導
入
を
図
る
方
向
で
東
急
株
式

会
社
と
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
駅
か
ら
銀
河
歩
道
橋
へ
の

動
線
（
歩
行
者
）、
ま
た
整
備
計

画
に
つ
い
て
考
え
方
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
複
合
利
用

ゾ
ー
ン
の
歩
行
者
通
路
は
、
東
急

株
式
会
社
の
建
築
物
と
一
体
整
備

す
る
こ
と
で
協
議
を
進
め
、
歩
道

橋
と
の
接
続
は
、
管
理
者
と
協
議

を
行
い
理
解
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
跡 

地
、
整
備
計
画
は

　
わ
た
べ
真
実（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
が
雑
木

林
に
広
が
っ
て
い
る
。
被
害
木
の

傾
向
と
対
策
は
。
今
後
の
緑
地
の

管
理
の
手
法
を
研
究
す
べ
き
で
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
一
部
樹

木
が
大
木
化
し
て
い
る
こ
と
が
要

因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

緑
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
と
考

え
、
公
園
指
定
管
理
者
な
ど
、
多

様
な
方
々
と
話
合
い
を
行
っ
て
研

究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
校
ご
と
の

規
模
や
実
情
に
合
わ
せ
て
設
置
方

法
な
ど
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
た
め
、
学
校
と
相
談
し
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施
で
き
る

よ
う
今
後
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
旧
忠
生
第
六
小
跡
地
は
給

食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
が
決
ま

っ
た
が
、
他
に
も
機
能
を
つ
け
木

曽
山
崎
団
地
住
民
に
愛
さ
れ
る
施

　
問
　
医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
の

支
援
の
中
で
課
題
は
。
今
後
「
医

療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
予
定
だ
が
期
待
さ
れ
る
変
化
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
そ
れ
ぞ
れ

の
児
童
に
合
わ
せ
て
、
よ
り
き
め

細
や
か
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
す
。
法
律
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
よ
り
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
の
連
携
や
支
援
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

設
と
な
る
よ
う
工
夫
を
求
め
る
。

　
学
校
教
育
部
長
　
現
在
、
関
係

各
部
と
の
間
で
活
用
ア
イ
デ
ア
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

食
を
テ
ー
マ
に
し
た
多
様
な
活
動

の
場
に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
養
育
費
確
保
支
援
事
業
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
既
に
実
施

し
て
い
る
自
治
体
を
参
考
に
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ
・
医
療 

的
ケ
ア
児
支
援

生
理
用
品
／
旧
忠 

生
六
小
／
養
育
費

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
予
定

の
旧
忠
生
第
六
小
か
ら
遠
い
堺
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
近
隣
小
学
校

と
の
親
子
方
式
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
３
つ
の
セ
ン

タ
ー
の
想
定
食
数
、
建
築
規
模
、

配
送
計
画
は
、
22
年
３
月
に
策
定

予
定
の
（
仮
称
）
町
田
市
中
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
に

お
い
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
中
学
校
全
員
給
食
の
地
産

地
消
推
進
実
施
の
工
夫
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
な
る
べ
く
早

い
段
階
か
ら
年
間
計
画
を
お
示
し

し
て
、
農
業
部
門
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
問
　
生
活
保
護
利
用
に
あ
た
り
、

車
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
法
令
や
国
通

知
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
が
通
勤

や
通
院
に
必
要
と
す
る
場
合
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
が
著
し
く
困

難
な
地
域
に
居
住
す
る
方
が
通
勤

す
る
場
合
な
ど
、
条
件
を
満
た
す

と
き
に
認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

よ
り
良
い
中
学
校 

全

員

給

食

を

　
ち
だ
伸
也（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
市
政
の
平
和
へ
の
取
組
に

つ
い
て
。

　
政
策
経
営
部
長
　
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
上
映
な
ど
を
30
年
以
上
続
け
て

い
ま
す
。
20
年
度
末
か
ら
日
本
非

核
宣
言
自
治
体
協
議
会
が
実
施
す

る
被
爆
・
戦
後
75
周
年
記
念
冊
子

作
成
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

市
か
ら
は
、
尾
根
緑
道
が
戦
車
道

路
と
呼
ば
れ
て
い
た
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
冊
子
は
、
21
年
９

月
完
成
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
室
長
　
小
学
校
で
講
師
を

招
き
、
戦
争
を
題
材
に
出
前
授
業

を
行
っ
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
問
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
後
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に

つ
い
て
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
町

田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
19
―
28

を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

町
田
市
の
平
和
へ 

の
取
組
に
つ
い
て

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎ヤングケアラー� 【２面】
　法令上の定義はありませんが、一般に、本来大人
が担うと想定されている家事や家族の世話などを日
常的に行っている子どもとされています。
◎サウンディング型市場調査� 【３面】
　事業発案段階や事業化段階において、事業内容
や事業スキーム等に関して、直接の対話により民
間事業者の意見や新たな提案の把握等を行うこと
で、対象事業の検討を進展させるための情報収集
を目的とした手法です。また、対象事業の検討の
段階で広く対外的に情報提供することにより、当
該事業への民間事業者の参入意欲の向上を期待す
るものです。
◎地域包括ケアシステム� 【３面】
　高齢者が介護の必要な状態になっても住み慣れ
た地域で暮らし続けることができるように、地域
で支える体制を言います。それぞれの地域において、
医療、介護、住まい、生活支援、介護予防を切れ
目なく一体的に提供することが求められています。

熊
沢
議
長
は
公
用 

車
を
私
的
利
用

投票所の様子

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
避

難
施
設
で
の
感
染
症
対
策
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
世
帯
当
た
り
４

平
方
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
定
期
的
な
体
温
測
定
や
換

気
、
消
毒
な
ど
を
行
い
ま
す
。
避

難
施
設
感
染
症
防
止
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
対
策
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
在
宅
避
難
に
つ
い
て
の
普

及
啓
発
と
家
具
転
倒
防
止
等
の
購

入
助
成
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

無
料
自
習
環
境
／ 

投
票
率
／
犬
糞
害

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
使
え
る
無
料
自

習
環
境
の
拡
充
が
必
要
だ
が
。

　
市
民
部
長
　
現
在
、
庁
内
検
討

を
始
め
て
お
り
、
今
後
は
学
識
経

験
者
や
市
民
委
員
で
構
成
す
る
外

部
検
討
会
で
の
検
討
、
施
設
利
用

者
な
ど
の
市
民
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
、
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
問
　
投
票
所
や
投
票
期
間
の
拡

充
が
投
票
率
向
上
に
有
効
で
は
。

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
当
日
投
票

所
や
期
日
前
投
票
所
の
配
置
、
期

間
等
に
つ
い
て
改
め
て
検
証
し
、

投
票
の
利
便
性
向
上
に
向
け
て
、

ま
ず
何
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
犬
の
糞
害
に
対
し
、
イ
エ

ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
な
ど
検
討
を
。

　
保
健
所
長
　
既
に
実
施
し
て
効

果
を
上
げ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
の
取
組
状
況
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。


